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新年明けましておめでとうございます。皆様にはお
健やかに新春をお過ごしのこととお慶び申しあげま
す。
平素は更生保護活動に何かとご尽力をいただき、厚
くお礼申しあげます。
令和２年初頭から新型コロナウイルス感染症が猛威
を振るい、社会の分断や格差の広がりに拍車がかか
り、生きづらさの深刻化が危惧される中、更生保護活

動の意義はその重みを増しています。
平成28年12月に成立した「再犯の防止等の推進に
関する法律」では、国、地方公共団体、民間が一体と
なり、犯罪や非行をした人を社会から孤立させるので
はなく、再び受け入れることができる社会「誰一人取
り残さない社会」の実現を目指しています。
令和4年４月に施行された少年法の改正に続き、今
後施行される刑法の一部の改正も、そのような期待に
応えるための施策です。
私達は、一層、立ち直り支援の輪を広げて、人々が
互いに尊重し合い、助け合い、共に生きる社会の実現
に向けて努めなければなりません。
皆様には、変わらぬご支援をお願いするとともに、
更生保護活動が益々充実発展することを願い、そして
皆様のご健康とご多幸を祈り新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

新年のご挨拶

高槻地区保護司会

会　長 松　　本　　　大
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　昨秋、ノルディックウォーキングの体験レッスン
をした。両杖を突くことにより安全を確かめつつ、
転倒予防に期待が持ててとっても心強かった。
　転ばぬ先の杖となってくれるこのウオークで「今
年も元気に歩みたい」と心新たにする新任広報部員
です。よろしくお願いいたします。（峯）
　
　冬の走り、鍋の予行演習で、仲間10人で「ぼた
ん鍋」を囲む。
　近所の「鉄砲撃ち」さんから、おいしい「しし肉」
を分けてもらえ、畑には旬の白菜や菜っ葉と最高の
材料が揃い、薄味でもしっかりした味噌ベースのつ
ゆ…見事な取り合せ。そこに最高の味付けは、多人
数での楽しい会話が弾むこと。…鍋の最大の魅力で
す。さあ、…いただきまぁ～す。（岩）
　
　「何か変だな」エンジェルトランペット、紫陽花、
サツキの木にはいっぱいの蕾が付いている。金木犀
は沢山花が咲いているのに、匂いがしない。虫の声
も聞こえない。夏の雨の降り方も、スコールのよう
な降り方をしてとても心配。自分たちが出来る最大
限の努力をしないと、地球は危ない。（片）
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新年明けましておめでとうございます。
高槻地区保護司会の皆様方におかれましては、新春
を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。また、
平素より更生保護活動等を通じた犯罪や非行のない明
るい社会づくりにご尽力いただき、厚く御礼申し上げ
ます。
さて昨年は、更生保護を取り巻く二つの嬉しい出来
事がございました。
一つ目は、高槻・島本地区において、新型コロナウ
イルス感染症の影響を受けて以来、実に3年ぶりに“社
会を明るくする運動”のオープニングパレードをはじ
めとする各種啓発活動を実施することができたことで

す。この間の外出自粛等による望まない孤独や孤立な
ど、住民同士のふれあいや地域活動の置かれている環
境が大きく変化する中、地域に根差した運動として実
施できましたことを大変意義深く感じております。
二つ目は、貴会よりお一人の方が藍綬褒章を受けら
れ、お二人の方が法務大臣表彰を受賞されたことです。
犯罪や非行をした人の抱える「生きづらさ」に寄り添い、
立ち直りに向けた更生保護と啓発活動に献身的に努め
られるなど、これも一重に、長年に亘る活動への厚い
情熱と弛まぬご努力の賜物であると深く敬意を表する
次第であり、今後も本市における更生保護活動を力強
く牽引いただけるものと期待しております。
本市としましても、犯罪や非行をした人の抱える「生
きづらさ」に寄り添った地域づくりを目指し、貴会の
皆様との密接な連携のもと取組を進めて参りますので、
一層のご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。
結びに、高槻地区保護司会の益々のご発展と、皆様
方のご健勝ご多幸を祈念申し上げ、新年のご挨拶とさ
せていただきます。

新年あけましておめでとうございます。
皆様には、新年をお健やかにお迎えのことと、心か
らお慶び申し上げます。
高槻地区保護司会の皆様におかれましては、保護司
としての活動や“社会を明るくする運動”などを通じ
て、犯罪のない明るい社会をつくるために活動されて
おられることに対しまして、心からの敬意と感謝を申
し上げます。

さて、令和2年以降の新型コロナウイルス感染症の
感染拡大により、病による直接的な命の危機にさらさ
れるだけでなく、貧困や経済格差など様々な社会的課
題が浮き彫りになりました。
このような課題を克服していくためには、人と人と
が互いに支えあう絆や地域コミュニティの存在が大切
であると改めて強く感じるところです。
本町といたしましても、犯罪や非行から立ち直ろう
とする人を地域全体で受け入れ、再出発を支え、誰も
が自信と誇りをもって活躍することができる「共生の
まちづくり」を進め、すべての人が幸せを実感するこ
とができる未来を目指してまいりますので、一層のお
力添えを賜りますようお願い申し上げます。
結びに、高槻地区保護司会の今後ますますのご発展
並びに皆様のご健勝をお祈り申し上げまして、新年の
ご挨拶といたします。

高槻市長

濱　田　剛　史

島本町長

山　田　紘　平

新年のご挨拶

新年のご挨拶





と　き　令和4年10月27日（木）
ところ　堺市民芸術文化ホール（フェニーチェ堺）

大阪更生保護大会

と　き　令和4年9月8日（木）13:30 ～ 15:30
ところ　生涯学習センター 3階第2会議室
テーマ　「少年法の改正について」
講　師　大阪保護観察所
　　　　保護観察官  中村暢子 氏

第二期 定例研修会

奈良監獄訪問
今回は施設に入ることができないため、車中

で監獄の歴史についての研修を受け、刑務所正
門前で記念写真という異例の研修でした。それ
なのに実に良かった。どこが良かったの
か？？？　やはりメンバーでしょう！　参加さ
れた方達との普段と違った交流によって、相互
理解と親睦が深まったということが良かった理
由ではないでしょうか。参加された皆さん、あ
りがとうございました。次回はより多くの方々
との交流を期待してします。（広報部　門川記）

令和4年10月5日（水）　24名参加

野 外 
研 修

保護司になった経過は、「保護司に推薦しておいた
よ！」と言う言葉から始まります。非常に驚きました
が、市役所の人権担当部署に勤めており、立場上断れ
ないなという思いから保護司になりました。他の保護
司の方から見れば最低の決断でした。
保護司会活動には、時とともに変遷がある事に興味
を持ちました。国は矯正施設に入れて更生を促すより、
地域社会の中で「犯罪や非行をした人を見守る、ある
いは助け合う」（地域のチカラ）に依拠することが、社
会復帰への近道だと方針を変えていることに気付きま
した。
方向性は分かったものの、具体的にこれをどのよう
に作っていくかは至難の業であり、何も貢献できなかっ
たことに自分の非力さを思い知らされています。
保護司会の仲間に言い続けていたことは、「安全・安
心の社会を創る」ために、保護司会活動があるのでは
なく、「生きづらさを生きて来た人たち」に、地域社会
が手を差し伸べ、一社会人として復帰させていくこと
が保護司会の目標だということです。この理解が重要
だと思っています。皆さん方の活躍を期待しています。
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令和4年　秋の叙勲・褒章

藍綬褒章 山本永津子

おつかれさまでした

時代とともに生きる
三箇牧・如是地区　鎌江一路


人　事　消　息 （敬称略）

〔退任〕…………　令和4年10月31日付

〔新任〕…………　令和4年9月25日付

鎌　江　一　路
古屋鋪　芳　郎

（三箇牧・如是地区）

（高槻・大冠地区）

谷　口　正　則（三箇牧・如是地区）

定年後、特例再任されましたが、健康上の理由で退任されました。
退任後のますますのご活躍を期待申し上げます。

山本永津子保護司
藍綬褒章受章


